
平成26年10月１ 日基準適用案件から 

神奈川県県土整備局の積算システムにおける地質調査・河川水辺環境調査の 

一位単価表構成について 

 

県土整備局の積算システムでは、有効数字4桁の端数処理を、以下のように行っております。 

 

1.地質調査標準歩掛の場合 

 

地すべり調査 

  

移動変形調査 

対象コード 

コード番号 コード名称 

DI35635 移動変形調査（伸縮計）（複合） 

DI35665 移動変形調査（傾斜計）（複合） 

DI35695 移動変形調査（パイプ式歪計）（複合） 

DI35725 移動変形調査（挿入式孔内傾斜計）（複合） 

 

【伸縮計】（複合）の例 

 

 一位単価表                         一位単価表 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1：有効数字4桁とは、5桁目以降切り下げ 

注2：単位が１式のものは、単位数量当りの金額において有効数字4桁処理を行わず、円未満切捨て 

DI35635 

    DI35640 

 DI35650 

 DI35660 

・合計額は円未満切捨て 

・単位当りの金額は有効数字4桁 

有効数字4桁 

有効数字4桁 

有効数字4桁 

 

DI35650 

DI35660 

DI35640 円未満切捨て 

円未満切捨て 

円未満切捨て 



 

出力例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで有効

数字4桁にな

ります。 

※金額は架空のものです。 

円未満切捨てに

なります。 

ここで有効

数字4桁にな

ります。 

複合の場合、名称の末尾に

（複合）と表示されます。 

円未満切捨てに

なります。 



2.河川水辺環境調査の場合 

 

河川空間利用実態調査 

対象コード 

コード番号 コード名称 

DI5405005 河川空間利用実態調査 打合せ 

DI5405010 河川空間利用実態調査 計画準備 

DI5405015 河川空間利用実態調査 有料施設 

DI5405020 河川空間利用実態調査 定点観測 

DI5405025 河川空間利用実態調査 区間観測 

DI5405030 河川空間利用実態調査 集計 

DI5405035 河川空間利用実態調査 水系様式 

DI5405040 河川空間利用実態調査 報告書 

 

打合せの例 

 

末尾が1の子単価表ができます。この子単価表で有効数字4桁処理を行い、親単価表で安全費対象

外処理を行っています。 

 

一位単価表（親）               一位単価表（子）             一位単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DI5405005 

DI54050051 DI54050051 

DI78305 DI78305 

 
・合計額は円未満切捨て 

・単位当りの金額は有効数字4桁 

・円未満切捨て 

・ここの金額が安全費対象外 



出力例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで有効数字 4

桁処理が行われ

ます。 

※金額は架空のものです。 

この金額が安全

費対象外の単価

となります。 

円未満切捨てに

なります。 


